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由
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二
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小
貰
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的
目
標

同
国
噛
明
4
;
(
閥
、
自
由
連
鈴
鹿
白
諸
形
態

二
、
自
由
連
鈴
鹿
自
費
展

五

、

結

論

三
、
自
由
連
鎖
広
白
特
徴
と
長
所

-
、
巾
責
更
生
策
の
目
標

最
近
に
お
け
る
小
貰
肢
の
窮
賦
は
、
ま
こ
と
に
同
情
に
値
す
る
も
の
が
あ
る
。
戦
後
の
永
績
的
不
況
と
世
界
恐

慌
の
た
め
に
、
小
貰
庖
の
直
接
劃
象
と
す
る
消
費
者
購
買
力
が
著
し
く
減
退
し
っ
、
あ
る
上
に
、
こ
の
減
退
せ
る

購
員
カ
が
、
更
に
他
の
新
し
き
小
貰
形
態
に
よ
っ
て
侵
略
さ
れ
、
こ
〉
に
在
来
の
濁
立
小
貰
庖
は
、

h
y
h

る
一
般

的
事
情
と
特
殊
的
事
情
と
に
狭
撃
さ
れ
て
、

A
1
や
会
〈
そ
の
存
績
を
脅
か
さ
れ
る
に
至
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ

で
謂
は
ゆ
る
嘗
業
者
の
自
衛
的
見
地
か
ら
、
さ
き
に
は
種
々
の
形
ド
お
り
る
百
貨
庖
反
劃
運
動
と
な
り
、
最
近
で

は
ま
た
謂
は
ゆ
る
反
産
蓮
動
か
ら
商
標
擁
護
運
動
に
ま
で
就
寝
展
す
る
こ
と
旨
な
っ
た
。



4レ

き
て
営
業
者
が
そ
の
自
己
の
管
業
を
擁
護
す
る
立
場
か
ら
、
種
々
の
蓮
動
を
試
み
る
こ
と
は
、
色
ち
ろ
ん
今
日

の
世
曾
に
お
い
て
は
常
然
に
詐
き
る
〉
所
で
あ
り
、
彼
等
の
立
場
に
お
い
て
は
何
ら
非
難
さ
る
べ
き
で
は
な
い
。

併
し
な
が
ら
ぞ
こ
に
問
題
は
二
つ
あ
る
。
第
一
に
今
日
の
祉
曾
生
活
ま
た
は
圃
家
生
活
の
金
瞳
よ
り
見
て
、
か
ち

る
営
業
者
の
自
衛
的
見
地
よ
り
す
る
種
々
の
運
動
が
、
果
し
て
そ
の
ま
〉
に
承
認
さ
る
べ
き
も
の
か
ど
う
か
、
第
二

に
偲
り
に
譲
っ
て
嘗
業
者
の
自
衛
的
見
地
に
立
つ
と
し
て
も
、
今
日
ま
で
に
行
は
れ
ま
七
既
に
行
は
れ
つ
〉
あ
る

が
如
き
運
動
は
、
果
し
て
彼
等
の
意
圃
す
る
目
的
を
達
成
す
る
所
以
で
あ
ら
う
か
ど
う
か
、
こ
れ
が
問
題
で
あ
る
。

今
か
り
に
営
業
者
の
自
衛
的
見
地
に
立
っ
て
考
へ
る
。
問
題
は
今
日
行
は
る
〉
炉
知
事
暗
個
々
の
方
捨
炉
、
果
し

て
奥
の
意
味
の
小
寅
更
生
策
で
あ
る
か
ど
う
か
、
か
り
に
是
却
す
の
運
動
が
或
糧
度
に
成
功
し
て
、
運
動
そ
の
も
の

b

目
的
を
識
し
た
と
し
て
も
b

そ
れ
が
果
し
て
小
責
更
生
の
貰
を
あ
げ
う
る
か
ど
う
か
は
、
今
日
に
・
お
い
て
最
も

慎
重
に
考
慮
さ
る
べ
き
問
題
で
み
ら
う
。
例
へ
ば
限
り
に
百
貨
底
反
針
運
動
が
殺
を
奏
し
て
、
百
貨
庖
の
商
品
券

が
廃
止
せ
ら
れ
ま
た
は
謀
杭
せ
ら
れ
た
と
し
て
、
さ
て
之
に
よ
っ
て
小
貰
底
が
果
し
て

E
の
程
度
に
更
生
し
得
る

か
E
う
か
、
何
人
も
疑
な
き
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。
ま
た
最
近
の
反
産
運
動
が
偲
り
に
奏
功
し
て
、
購
買
組
合
、
販

寅
組
合
が
そ
の
特
典
を
奪
は
れ
た
と
し
て
も
、
之
れ
に
よ
っ
て
小
貫
唐
そ
の
他
の
商
人
炉
、
果
し
て

E
れ
だ
け
の

繁
柴
を
回
復
し
得
石
で
あ
ら
う
か
、
問
題
は
こ
〉
に
み
る
と
思
は
れ
る
。

い
ま
営
業
者
の
立
場
に
あ
っ
て
更
生
策
を
考
へ
る
場
合
に
、
最
色
重
要
な
る
根
本
的
の
問
題
は
、
そ
れ
ら
の
夏

生
策
が
何
を
目
標
に
し
、
如
何
な
る
方
向
に
進
ま
ん
と
す
る
か
を
、
ま
づ
何
よ
り
も
先
き
に
認
識
す
る
こ
と
で
ゐ

小
責
更
生
策
と
し
て
の
自
由
遠
鏡
広

第
三
十
七
巻

/、

第
六
披

五
七



小
貰
更
生
策
と
し
て
の
向
由
連
鎖
一
盾

第
三
十
七
巻

1¥ 

凹

第
六
時
就

ヨi
A 

る
。
こ
の
根
本
的
認
識
を
映
け
る
諸
劃
策
ま
た
は
訣
れ
る
認
識
に
出
費
せ
る
諸
調
策
は
、
た
と
ひ
如
何
な
る
善
意

左
努
力
を
も
っ
て
更
生
策
を
講
究
し
て
も
、
折
角
の
更
生
策
が
相
互
の
問
に
矛
盾
を
来
た
し
，
ま
た
は
更
生
策
が

却
っ
て
波
落
策
と
な
る
こ
と
さ
へ
珍
ら
し
く
な
い
。
言
は
Y
目
標
と
方
向
を
定
め
す
に
過
を
歩
い
て
ゐ
る
様
な
も

の
で
、

一
歩
一
歩
は
巧
み
に
障
害
を
避
け
て
歩
い
て
は
ゐ
る
が
、
結
局
は
途
方
も
な
い
投
落
の
遁
理
念
念
ャ
結
果

L
L

な
る
こ
左
が
あ
る
の

フ
ぐ
れ
故
に
小
貰
克
生
策
h
し
小
買
業
者
の
立
嶋
一
に
甘
い
て
有
ふ
d

心
に
相
同
つ
-
T
、
最
も
聖
梨
江
主
」
先
決
問
題
は
ま
づ

そ
の
目
標
に
あ
る
ο

如
何
な
る
目
標
に
向
っ
て
、
如
何
な
る
方
向
に
小
貰
を
導
か
ん
と
す
る
か
、
之
れ
が
明
確
「
い

さ
れ
f

さ
る
以
上
は
、
個
々
の
小
賓
更
生
策
の
如
き
は
.
買
は
考
へ
得
ら
れ
ぎ
る
筈
で
あ
る
。
然
ら
ば
そ
の
目
標
は

如
何
に
し
て
決
定
せ
ら
れ
、
ま
に
何
を
目
標
に
す
べ
き
で
あ
る
か
、
こ
れ
が
問
題
と
な
る
。

こ
の
場
合
に
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
か
〉
る
目
標
の
決
定
が
、
車
な
る
個
人
の
思
ひ
っ
き
や
意
見
に
よ
っ
て
定

め
ら
る
べ
き
で
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

一
般
的
に
言
へ
ば
総
て
の
「
政
策
』
が
、
車
な
る
個
人
的
意
見
で
は
な

く
、
率
問
的
に
認
め
ら
る
〉
政
策
で
あ
る
以
上
は
、
そ
れ
は
何
人
も
疑
ひ
得
F
る
客
観
的
安
営
性
を
有
せ
ね
ば
な

ら
や
J

、
個
人
の
好
悪
や
意
見
と
は
濁
立
に
、
客
観
的
必
然
的
に
規
定
さ
れ
て
来
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ

れ
を
規
定
す
る
も
の
は
印
ち
一
般
的
に
は
鰹
梼
後
展
の
方
向
で
あ
り
、
小
責
更
生
策
に
闘
し
て
は
商
業
後
展
の
方

向
で
あ
る
。
商
業
後
展
の
法
則
は
、

一
臆
は
個
人
の
意
思
や
意
見
の
如
何
に
拘
ら
争
、
一
枇
曾
的
客
観
的
に
行
は
る

〉
法
則
で
あ
り
、

一
定
の
時
代
に
お
い
て
は
常
に
一
定
の
溌
展
方
向
そ
示
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
を
認
識
す
る
の
は
商



業
経
持
率
の
任
務
で
あ
り
、
こ
の
認
識
に
基
づ
い
て
政
策
を
規
定
す
る
の
が
、
商
業
政
策
皐
の
任
務
で
あ
る
が
、

い
ま
小
責
更
生
策
の
目
標
を
規
定
す
る
に
営
つ
て
は
、
何
よ
り
も
現
代
に
お
り
る
商
業
組
織
、
却
も
世
曾
に
お
け

る
商
品
配
給
組
織
の
後
展
方
向
を
認
識
し
て
、
そ
の
上
に
封
策
の
目
標
を
規
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

小
貰
更
生
策
の
目
標
は
、
右
の
よ
必
味
か
ら
客
観
的
必
然
的
に
規
定
さ
れ
て
来
る
。
わ
れ
/
¥
の
認
識
に
し
て
課

り
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
小
責
組
織
そ
の
色
の
〉
更
生
に
よ
っ
で
、
小
貰
商
業
と
し
て
の
枇
曾
的
機
能
を
有
妓
に
稜

揮
せ
し
か
る
に
ゐ
る
。
蓋
し
枇
舎
に
存
和
す
る
綿
て
の
機
闘
は
、
そ
の
も
の
三
耽
合
的
機
能
を
十
分
に
後
四
叩
し
つ

う
あ
る
聞
は
、
如
何
仁
之
を
陣
遣
し
制
限
し
て
も
、
そ
の
存
績
殻
展
を
沼
世
一
目
す
る
こ
左
は
出
来
な
い
。
之
に
反
し

て
す
で
勺
枇
曾
的
機
能
hf-
現
ふ
に
一
拾
っ
た
布
在
は
、
刊

M
1
1』

-M
曲

F

d

タ

-
2
L
R
n
k
t
乙

ノ

伊

E
L
五
日
開
ノ

-
E

ー‘
E

4
M
F

作』

l
J
J凡場合
μ
V
河
川
I
L
止品
7
日
m
l
h」
岬
【
長
ヒ

主

S
E
I
:
}

〉

:

紺
吊
い
づ
て

σ一も庁
V
J
h
小川

績
を
喪
ふ
に
至
る
。
そ
れ
故
に
い
ま
或
る
存
在
の
更
生
を
計
ら
ん
と
す
る
に
営
つ
て
は
、
何
よ
り
も
先
づ
そ
の
も

の
〉
改
革
に
J

っ
て
、
世
曾
的
機
能
の
喪
失
を
奪
回
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
い
ま
在
来
の
小
寅
庖
が
'
次
第
に
排
除
さ
れ

ま
た
は
滅
巳
に
煩
し
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
す
で
に
在
来
の
ま
〉
の
小
寅
府
で
は
、
そ
の
小
貰
機
能
を
衣
第

に
喪
失
し
つ
〉
あ
る
か
ら
に
外
な
ら
ぬ
。
こ
の
場
合
に
小
責
応
の
更
生
ぞ
計
ら
ん
と
す
石
に
は
、
先
づ
第
一
に
小

貰
組
織
そ
の
色
の
を
改
革
し
て
.
喪
は
れ
ん
と
す
る
小
貰
商
業
の
枇
舎
的
機
能
を
回
復
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
自
ら
の

機
能
の
喪
失
を
省
み
や
、
自
ら
の
組
織
の
改
革
を
試
み
や
し
て
、
徒
ら
に
百
貨
応
の
蓮
出
九
T-
疾
繭
し
、
産
業
組
合

の
後
展
を
羨
鵡
す
る
に
過
ぎ
な
い
様
で
は
、
恐
ら
く
小
責
唐
の
更
生
を
期
待
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ら
う
。

小
資
夏
生
策
と
し
て
の
自
由
連
鉄
唐

第
一
一
一
十
七
巻

J¥. 

:Ji 

第
六
山
部

五:
1L 



小
一
貫
更
生
策
と
し
て
の
自
由
連
鉄
底

第
六
時
抗

/、

O 

第
三
十
七
巻

ノt、

プす

二
、
自
由
連
鎖
唐
の
鞄
展

こ
〉
に
自
由
蓮
鎖
広
と
言
ふ
の
は
、

ア
メ
d
y
カ
に
お
付
る

〈
O

一=
z
g
ミ
n
E
Z
M門

2
2
を
意
味
す
名
。
極
め
て

大
ま
か
に
言
ふ
な
ら
ば
、

ア
メ
ソ
カ
に
お
い
て
は
、
百
貨
底
時
代
は
す
で
に
過
去
の
こ
と
に
麗
し
、

む
よ
そ
一
九

二
O
年

Je境
界
と
し
て
、
新
に
連
鎖
応
時
代
に
入
っ
た
と
言
は
れ
て
ゐ
た
。

一
一
員
ふ
意
味
は
勿
論
こ
の
時
且
来
、
百

貨
応
一
か
減
口
し
て
蓮
銅
版
が
之
に
代
っ
た
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。

百
貨
直
4
M

依
錯
と
し
て
在
来
の
存
在
な
っ
寸
け

て
は
ゐ
る
が
、

た
ヨ
そ
の
後
展
の
議
度
は
大
健
こ
の
時
を
も
っ
て
そ
の
一
頂
勤
に
達
し
、

そ
れ
以
来
は
新
た
な
る
蓮

鎖
底
が
之
に
代
っ
て
急
速
に
後
展
す
る
に
至
つ
に
こ
と
を
言
ふ
に
過
ぎ
な
い
。

同
じ
意
味
に
・
お
い
て
今
日
で
は
す
で
に
連
鎖
庖
時
代
色
過
去
の
こ
と
に
属
し
、

年
を
境
界
と
し
て
、
新
た
に
自
由
連
鎖
底
時
代
に
入
つ
に
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

一
九
一
ニ
一
年
の
著
事
に
一
一
員
つ
て
ゐ
る
。
『
よ
く
組
織
さ
れ
た
る
蓮
鎖
庖
は
、
そ
の
内
部
の
人
事
問
題
に
拘
ら
十
.
恐

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、

ら
〈
そ
の
畿
展
計
査
を
止
め
な
い
で
あ
ら
う
。
併
し
そ
れ
は
過
去
十
年
間
に
お
け
る
よ
り
も
遁
か
に
緩
漫
と
な
る

で
あ
ら
う
:
』
と
。
ま
た
近
着
の

Z
R
E三
国
主
5
8
H
h
2
W更
に
は
、
『
食
料
品
商
業
に
お
い
て
は
、
自
由
連
鎖
底

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、

に
組
織
5
れ
た
る
濁
立
商
屈
の
教
は
、
今
や
在
人
ま
た
は
曾
駐
の
蓮
鎖
府
に
属
す
る
庖
舗
の
数
を
超
過
す
る
に
至

っ
た
』
と
報
告
さ
れ
て
ゐ
る
。
わ
れ

f
kも
亦
さ
き
に
『
連
鎖
直
反
劃
運
動
』
と
題
す
る
小
論
を
結
ぶ
に
営
h
J
、
『
・
:

ア
メ
リ
〆
カ
で
は
ほ
Y

一
九
三
O

N
5
2
2
E
E
氏
は
す
で
に

今
後
の
連
鎖
直
が
、

一
九
二
心
l
三
C
年
間
に
見
た
る
が
如
き
急
速
な
る
後
展
を
つ
Y

げ
る
で
あ
ら
う
と
も
考
へ

Zimmerm::m， M. :1¥1.， The Chul1cngc of Chain Stoa Disilribution (1931) p. 284 
Harvard Business I":eview， Vo1. XI， No. 2， Jan. '.1り33.
To.sdal， H. R.， Some Recent chnnges in the Marketi:n.g of C 'mmmer Goods 
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ら
れ
な
い
。
恐
ら
く
そ
の
設
展
の
速
度
は
、
今
日
を
も
っ
て
、
そ
の
頂
描
に
蓮
せ
る
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
わ
。
』

と
識
べ
て
お
い
た
U

然
ら
ば
か
く
の
如
〈
小
責
商
業
が
ま
づ
百
貨
底
時
代
を
現
出
し
.
次
い
で
連
鎖
府
時
代
に
入
り
、
更
に
自
由
連

鎖
居
時
代
に
輔
換
し
つ
〉
あ
る
の
は
、
果
し
て
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
か
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
左
は
、

、
、
.
、
、
、
、

最
近
に
お
け
る
自
由
連
鍛
居
の
後
展
せ
る
根
操
を
明
ら
か
に
す
る
上
に
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
般
的
抽
象
的
に

は
、
前
節
に
論
守
る
所
の
祉
曾
的
機
能
の
麺
化
に
よ
る
こ
L
」
は
言
ふ
で
も
な
い
。
剖
ち
一
枇
曾
鰹
掛
組
織
の
毅
展
す

る
と
共
に
、
先
づ
百
貨
居
形
態
の
小
貰
商
業
が
小
責
機
能
を
有
妓
に
後
揮
す
る
部
面
を
生
じ
、
・
次
い
で
は
連
鎖
底

組
織
が
、
一
見
に
円
以
近
に
は
自
由
連
鎖
底
組
織
炉
、
小
寅
機
能
を
よ
h
布
効
に
議
揮
し
う
る
部
商
を
費
生
ぜ
し
め
た

か
ら
に
外
な
ら
ね
。
わ
い
J
B

問
題
は
特
殊
的
具
閥
的
に
、
如
何
な
る
根
協
に
よ
り
て
右
め
如
き
衣
き
/
¥
の
時
代
を

現
出
し
、
こ
と
に
最
近
の
自
由
連
鎖
底
時
代
を
現
出
す
る
に
至
っ
た
か
、
こ
の
黙
を
特
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

き
て
近
代
小
頁
形
態
の
一
つ
と
し
て
、
大
規
模
組
織
の
百
貨
庖
の
接
展
す
る
に
至
っ
た
枇
曾
的
枝
擦
は
、
す
で

に
周
〈
知
ら
る
出
所
で
あ
る
。
却
ち
近
世
資
本
主
義
の
後
展
は
消
費
人
口
の
都
市
集
中
を
招
来
し
、
ま
た
近
世
都

市
お
よ
び
そ
の
近
郊
の
交
通
機
関
の
殺
展
は
、
都
市
人
口
の
購
買
集
中
を
容
易
な
ら
し
め
、
か
く
し
て
一
方
に
大

規
模
小
買
業
の
可
能
的
保
件
を
準
備
す
る
と
共
に
、
他
方
に
資
本
主
義
後
展
の
一
般
的
傾
向
と
し
て
大
規
模
企
業

の
優
勢
と
い
ふ
賓
現
的
保
件
の
加
は
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

何
れ
の
圃
と
い
へ
ど
色
、
或
る
程
度
の
資
本
主
義
的
援
展
を
な
す
場
合
に
は
常
に
見
る
所
で
あ
る
。
た
Y
商
業
に

一
定
の
時
期
に
於
て
百
貨
底
崎
代
の
現
出
す
る
こ
と
は

小
資
夏
k
筑
と
し
て
の
自
由
連
鎖
広

裕
一
一
一
十
七
巻

ヘ一七

第
六
時
制

~ 
r、

拙稿、建鎖唐反費i童[動、本誌 XXXII1/， S. p， 158. (昭和じ年五月)4) 



小
寅
更
生
策
と
し
て
の
向
由
連
鉄
腐

第
大
紋

第
三
十
七
巻

ノ、

A 

ノ、

お
け
る
企
業
集
中
ま
仁
は
大
規
模
企
業
の
も
つ
意
味
は
、
工
業
そ
の
他
に
お
け
る
と
は
多
少
そ
の
内
容
含
異
に
す

る
も
の
で
は
あ
る
が
、
併
し
小
責
商
業
と
し
て
の
祉
舎
的
機
能
を
有
殺
に
発
揮
す
る
と
い
ふ
貼
で
は
、
右
の
諸
僚

件
の
下
で
は
大
規
模
小
責
業
の
優
勢
を
否
定
し
特
な
い
。

併
し
な
が
ら
大
規
模
企
業
と
し
て
の
百
貨
府
の
後
展
は
、
周
知
の
加
〈
多
一
〈
の
賠
に
制
限
を
う
け
る
を
免
れ
な

ぃ
。
地
理
的
制
限
・
商
品
的
制
限
・
陪
観
的
制
服
を
そ
の
主
む
る
も
の
と
し
、
何
れ
の
土
地
、

何
れ
の
商
品
、

j阿

れ

の
珂
剛
容
に
射
し
て
も
、

一
つ
の
百
貨
居
形
態
合
以
て
小
資
の
全
機
能
そ
充
た
す
こ
と
は
、

h

L

-

7

・fi
J
'
6
a
-
n
v
E

、J

Y
9
〈
一
A

つμ
山
間
刊

1
3

噌

M

，h
A

f
、

る
っ
そ
れ
故
に
最
初
の
聞
は
急
速
に
後
展
し
つ
〉
あ
る
百
貨
応
色
、
そ
の
後
展
が
或
る
程
度
に
達
し
た
る
後
に
は
、

遂
に
は
行
詰
り
に
到
達
せ

F
る
会
得
な
い
。
そ
れ
が
ア
メ
ヲ
カ
に
お
い
て
は
す
で
に
早
〈
一
九
二

O
年
頃
に
来
り
、

吾
固
で
は
恐
ら
く
最
近
に
至
っ
て
、
漸
〈
そ
の
傾
向
を
現
は
し
て
来
た
か
に
見
え
る
。

百
貨
庇
に
代
っ
て
問
題
と
な
っ
た
連
鎖
府
は
、
同
様
に
大
規
模
企
業
で
は
め
る
。
従
っ
て
大
規
模
商
業
に
伴
ふ

利
益
、
例
へ
ば
大
量
仕
入
・
贋
告
宣
侍
の
如
き
は
、
百
貨
唐
以
上
の
力
を
獲
得
す
る
。
然
る
に
連
鎖
居
の
大
規
模
企

業
と
い
ふ
意
味
は
百
貨
唐
と
金
く
其
り
、
た
J

〉
粧
笹
の
大
規
模
的
統
一
に
止
ま
り
、
現
買
の
小
責
底
舗
は
普
通
の

小
寅
肱
と
同
様
に
小
規
模
で
あ
る
。
卸
も
百
貨
庖
の
大
規
模
大
粧
管
に
劃
し
て
、
蓮
鎖
応
は
言
は
Y
小
規
模
大
経

替
で
あ
る
。
そ
れ
が
大
粧
品
首
で
あ
る
勅
で
は
百
貨
庄
の
長
所
を
採
り
、
そ
れ
が
小
規
模
で
あ
る
貼
で
は
、
百
貨
府

の
有
す
る
種
々
の
制
限
こ
と
に
地
理
的
制
限
を
克
服
し
て
、
都
市
に
お
い
て
は
消
費
者
の
地
域
に
よ
り
接
近
し
て

位
置
す
る
こ
と
炉
出
来
、
ま
た
地
方
の
中
小
都
市
に
も
自
由
に
進
出
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
か
く
し
て
蓮
鎖
府
は

本誌， XXXJ， 1， p. 140目5) ~Hl稿、小資規模の大小と小資費用止の欄係



一}一p
f
u
F凶

t

J

N
h
b
h
4
h
奇
吾
、
1
3注
意
や
W
W
号
、
“
:

百
貨
肢
に
代
っ
て
急
速
な
議
展
を
遂
げ
た
も
の
で
は
あ
一
る
が
、
決
し
て
百
貨
府
の
領
野
を
犯
し
て
準
出
す
る
も
の

で
は
な
く
、
寧
ろ
百
貨
応
の
蔑
し
て
ゐ
る
方
面
ま
亡
は
百
貨
市
の
進
み
得
さ
る
部
面
に
向
っ
て
、
急
速
に
進
出
す

る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
蓮
鎖
庖
の
後
展
の
た
め
に
打
撃
を
う
け
る
も
の
は
、
百
貨
庖
で
は
な
く
て
寧
ろ
在
来
の

滴
立
小
寅
屈
で
あ
っ
た
。

蓮
鎖
屈
に
代
っ
て
最
近
に
急
速
な
竣
展
を
な
し
つ
〉
め
る
自
由
連
鎮
西
は
、
恰
か
も
こ
の
結
に
関
聯
す
る
。
帥

ち
一
連
鎖
府
の
著
し
き
後
日
成
の
た
め
に
、

l立、

そ
の
存
在
営
脅
か
さ
る
う
に
去
っ
た
小
寅
府
・
卸
寅
商
・
製
造
業
者
の
一
部

一
方
に
は
熱
心
に
蓮
舘
応
反
封
蓮
動
を
つ
V
一
け
る
と
共
に
、
他
方
に
は
蓮
鎖
肱
の
長
所
を
採
用
し
て
自
ら
の

k
ド
司
王
山
比
邑
斑
ク

-
b
L
K
1
ご

'
E
f
a
-
-
‘
"
が
一
ノ

:

0

7

¥ノ
K
B
E苦
闘

-

ノ

p
-
C
U
T
-
-
v
M
じ

1
3
:
日
、
百
主
主
ノ

b
R
3

川

ド

フ

‘

:

司

リ

可

且

-:l

pr
一手
S
北
小
堀
川
引
Z
A
U
Jじ
"
は
川
士
、

F
E
t
)
、、
yh
〆

》

『

w
J
U
北
山
口
河

)
L
1
L
v
i
ホ
布

h
Eん
て

t
ー

や
1
1
P什
↓
房
長

Hぺ
咋
品
ふ

μ
白
u
f
v
f
T
H
h
H作
里
見
)
L
V【

る
白
由
連
鎖
肢
で
あ
る
。

然
ら
ぱ
自
由
蓮
鎖
応

ω新
た
に
後
反
す
る
枇
舎
的
根
嬢
は
何
慮
に
あ
っ
た
か
、
わ
れ
/
¥
は
之
を
蓮
鎖
庖
の
後

展
の
行
詰
り
と
い
ふ
消
極
的
根
懐
と
、
自
由
漣
舘
肢
の
長
・
所
と
い
ふ
積
極
的
根
擦
と
に
分
っ
て
指
摘
す
る
こ
と
が

出
来
る
。

第
一
に
蓮
鎖
府
の
後
展
が
ほ

v
一
九
一
ニ

O
年
前
後
に
お
い
て
そ
の
頂
勤
に
達
し
、
そ
れ
以
後
は
漸
〈
後
展
の
蓮

度
を
緩
め
つ
〉
あ
る
の
は
、

一
般
的
抽
象
的
に
は
、
ほ
Y

そ
の
後
展
の
限
度
に
到
達
し
て
、
も
は
や
こ
れ
以
上
の

肱
渡
展
舎
な
す
べ
き
品
跡
地
が
少
く
な
う
た
う
め
と
も
見
ら
れ
る
つ
け
れ
ど
る
具
瞳
的
特
殊
的
に
は
、
連
鎖
庄
に
伴
ふ

楕
々
の
快
陥
が
、
そ
の
愛
展
と
共
に
・
次
第
に
増
大
す
る
に
至
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
。
い
ま
ぞ
の
主
要
な
二
三
の
結

小
費
更
生
策
と
し
て
の
自
由
連
鈴
鹿

第
三
十
七
巻

第
六
就

-'-F 、

F、
-JL 

6) 却!稿、連鎖唐反鞠運動(木誌 XXXIV"5. ]l. "51.) 
7) 拙稿、同上参照



小
資
夏
生
策
と
し
て
の
自
由
連
鎖
庇

第
三
十
七
巻

第
六
披

/、

~~ 

八
二

O

を
指
摘
す
れ
ば
、
第
一
に
有
数
に
経
管
し
う
石
一
企
業
の
大
き
に
は
一
定
の
限
度
が
あ
り
、
決
し
て
無
限
に
増
大

し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
例
へ
ば
ア
メ
リ
カ
最
大
の
蓮
鎖
症
と
言
は
る
、

p
g門
〉
己
主
門
一
円
伶

F
丘
町
内
の
如
き
は

一
九
二
九
年
に
は
唐
舗
歎
一
高
五
千
五
百
、
年
貰
上
高
十
億
弗
に
上
る
大
規
模
の
一
企
業
で
あ
る
が
、
す
で
に
能

率
的
経
俸
の
た
め
に
は
そ
の
規
模
の
過
大
な
る
こ
と
を
知
り
、
最
近
で
は
失
策
に
之
を
縮
少
せ
ん
胃
と
す
る
傾
向
に

あ
ふ
o

第
二
に
曾
一
枇
組
織
に
件
ふ
人
事
上
の
映
陥
は
、

連
鎖
庖
組
織
に
見
れ
難
い
短
所
と
な
る
。
加
ち
賢
際
に
資

出
に
あ
b
t
版
貨
に
従
事
す
る
も
け
は
も
曾
枇
の
使
用
人
2
し「

ω
一
府
民
に
畑
一
WHuφ

被
れ
江
刺
山
市
は
必
A
V
J

し

も
蓮
鎖
舎
祉
の
利
害
と
一
致
し
な
い
。
こ
と
に
大
規
模
蓮
鎖
と
な
る
に
従
っ
て
、
中
央
の
利
害
ま
た
は
監
督
か
ら

遠
5
か
る
傾
向
が
強
い
。
第
三
に
連
鎮
圧
反
劃
運
動
の
進
展
は
、
被
害
者
た
る
小
貰
府
・
卸
寅
商
お
よ
び
製
造
業
者

の
躍
起
運
動
か
ら
進
ん
で
、
政
治
家
の
躍
動
と
な
り
、
困
民
一
般
の
閥
心
を
晩
起
す
る
ま
で
に
準
ん
で
ゐ
る
。
国

よ
り
反
調
運
動
者
の
指
摘
す
る
蓮
鎖
屈
の
弊
害
の
中
に
は
、
そ
の
常
ら

F
る
も
の
ま
た
は
誇
張
に
失
す
る
も
の
も

少
く
は
な
い
が
、
中
に
は
よ
く
圃
民
経
海
的
の
弊
害
を
指
摘
し
、
こ
と
に
替
利
舎
枇
に
よ
る
食
料
配
給
上
の
濁
占

傾
向
の
如
き
は
、
事
買
は
ま
だ
そ
れ
程
に
進
ん
で
ゐ
な
い
'
と
は
言
へ
、
問
題
の
重
要
性
は
極
め
て
大
で
あ
る
。
従

っ
て
第
四
に
連
鎖
底
塵
迫
の
立
法
が
大
多
敷
の
州
議
舎
を
通
過
し
、
憲
法
上
の
疑
義
に
拘
ら
子
、
現
貫
に
は
蓮
鎖
応

へ
の
毘
遣
と
な
り
、
そ
の
た
め
経
費
を
増
加
し
て
そ
の
後
展
を
温
害
す
る
貼
が
少
く
な
い
。
此
の
剥
く
し
て
蓮
鎖

底
は
そ
の
従
来
の
ま
〉
の
形
態
に
お
い
て
は
、
も
は
や
多
く
の
畿
展
を
期
待
し
え
干
さ
る
こ
と
〉
な
っ
た
。
か
く
し
て

曾
吐
組
織
の
連
鎖
居
も
ま
た

一
九
三

O
年
頃
よ
り
・
次
第
に
そ
の
紺
織
を
盤
更
し
て
、

種
々
の
快
陪
を
兎
れ
ん
左

Zimmcrrn:ln， M. lV1.， The Challeng.e of Chain日toreDis'ti ibution， 1931， p・2768) 



す
る
も
の
が
現
は
れ
た
。
そ
の
一
つ
の
方
法
は
、
各
府
舗
の
人
事
組
織
を
改
革
し
て
、
そ
の
濁
立
性
を
増
し
、
庇

舗
管
業
者
へ
の
利
盆
分
配
制
度
を
採
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
己
主
仏
国
。
=
氏
は
言
っ
て
ゐ
る
。
「
こ
れ
に
封
じ
で
曾

一
祉
連
鎖
庖
の
試
み
つ
〉
め
る
の
は
、
底
舗
の
人
事
お
よ
び
個
性
を
し
て
、
濁
立
商
人
に
優
ら
や
と
も
等
し
い
だ
け

に
俊
蓮
せ
し
め
、
底
傭
鰹
替
者
に
劃
し
で
は
、
株
式
所
有
に
よ
る
利
潤
の
分
配
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
ふ
』
と
ο

而
し
て
自
由
連
鎖
底
は
恰
か
も
こ
の
長
所
を
よ
り
大
な
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
。

一
四
一
、
白
由
連
鏑
唐
の
特
徴
と
長
所

自
由
連
鎖
府
(
〈
O
一5
5
q
n『
E
H
印
門

2
2
)
が
普
通
の
蓮
鏑
庇
(
同
巾
間
口
一
R
n一戸…
H
H
O
「(リ
0

弓
ohH同
庁
円
げ
と
口
出
川
O
「巾ろ

と
岡
引
な
る
主
要
の
瓢
は
h

各
局
舗
が
お
の
/
¥
の
濁
立
性
を
維
持
す
る
結
に
あ
る
。
蓋
し
普
通
の
連
鎖
庇
に
あ
っ

て
は
、
そ
れ
が
曾
枇
組
織
た
与
と
個
人
組
織
た
る
と
を
問
は
字
、
企
業
曜
と
し
て
は
た
ヲ
一
つ
の
存
在
で
め
り
、

各
庖
舗
は
全
〈
濁
立
性
を
失
っ
た
支
底
ま
た
は
貰
場
の
如
き
色
の
と
な
る
が
、
自
由
連
鎖
庖
は
之
と
異
り
、
各
庇

舗
は
依
然
と
し
て
濁
立
の
主
瞳
と
し
て
残
り
、
各
自
濁
立
の
計
算
と
損
盆
と
に
お
い
て
鰹
替
す
る
・
も
の
で
あ
る
」

そ
れ
故
に
自
由
連
鎖
庄
は
般
り
に
之
そ
定
義
す
る
な
ら
ば
、
多
数
の
濁
立
せ
る
小
規
模
の
小
寅
居
炉
、
集
っ
て

何
等
か
の
形
に
お
い
て
そ
の
経
営
を
統
一
す
る
組
織
で
あ
る
。
ま
た
或
る
撃
者
は
失
の
如
〈
に
も
定
義
す
る
。
『
自

由
連
鎖
底
な
る
言
葉
は
、
各
自
の
庇
舗
を
所
有
し
管
業
し
な
が
ら
、
一
人
の
卸
責
商
人
と
結
合
す
る
か
ま
わ
~
は
相

互
協
同
的
に
活
動
し
て
、
普
通
の
蓮
鎖
庖
と
同
様
の
商
品
上
の
利
盆
を
確
保
す
る
目
的
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
た
る

第
三
十
七
巻

小
高
且
史
生
策
と
し
て
の
宵
由
連
鎖
后

第
六
披

六
五

i¥. 

Davidson， C.， Voluntary Chain Store斗 1930，p. 8 9) 



第
三
十
七
巻

小
責
商
人
の
固
耀
に
費
し
て
用
ひ
ら
れ
る
』
と
。
後
に
遮
ぷ
る
が
如
〈
、
自
由
連
鎖
庖
と
帯
せ
ら
る
干
渉
b

の
〉
中
に

は
種
々
雑
多
の
形
態
を
包
合
す
る
か
ら
、
之
を
簡
車
に
定
義
す
る
こ
と
は
岡
難
で
は
あ
る
が
、
そ
の
要
貼
は
右
の

小
賢
一
史
生
策
と
し
て
の
自
由
連
鎖
庖

第
六
時
馴

← 
/、

占
ノ、

i¥. 

定
義
に
一
市
さ
4
0
h

如
く
)
第
一
に
多
数
の
濁
立
小
貰
庖
の
闇
櫨
組
織
で
め
る
こ
と
、
第
二
に
何
等
か
の
形
態
に
お

い
て
各
自
の
経
管
を
統
一
す
る
こ
と
の
二
貼
に
あ
る
と
言
へ
る
。

自
由
連
鎖
府
炉
他
の
小
貰
形
鰭
と
匝
別
せ
ら
る
〉
特
徴
Jb
、
主
と
し
て
右
の
二
鮎
に
係
る
も
の
で
あ
る
。
印
ち

地
日
識
の
議
鎖
…
的
じ
封
し
で
は
、
布
の
鈍
一
の
喪
一
燕
十
い
る
湘
立
小
賀
市
の
問
臨
組
織
と
い
ふ
駄
に
お
い
て
.
臥
別
対
ら

れ
、
第
二
の
要
素
た
る
多
数
の
樫
笹
の
統
一
と
い
ふ
酷
で
は
、
そ
の
理
を
一
に
す
る
。
ま
た
普
通
の
濁
立
小
貫
応

に
到
し
で
は
、

こ
の
第
二
の
要
素
た
る
経
替
の
統
一

k
い
ふ
貼
に
お
い
て
匝
別
せ
ら
れ
、

第
一
の
要
素
た
る
濁

立
性
で
は
共
通
で
あ
る
。
か
く
し
て
自
由
蓮
鎖
肢
は
.
連
鎖
庖
と
小
貫
応
と
の
中
間
的
存
在
で
あ
り
、
両
者
の
一

面
づ
h

の
併
有
で
あ
る
。
従
っ
て
百
貨
底
に
調
し
て
は
、
小
規
模
底
舗
の
賠
で
会
〈
封
立
し
、
粧
管
の
大
規
模
的

統
一
の
貼
で
は
同
じ
側
に
立
つ
。
た
Y

こ
の
経
替
の
統
一
き
る
と
形
態
は
、
百
貨
居
よ
り
も
寧
ろ
連
鎖
庖
に
接
近

し
、
併
も
自
由
連
鎖
庖
の
中
に
も
種
々
の
相
遺
影
ニ
不
す
こ
と
後
に
通
ぶ
る
が
如
〈
で
あ
る
。

自
由
連
鎖
庖
は
既
越
の
如
〈
、
連
鎖
庖
の
進
出
に
劃
す
る
濁
立
小
責
庖
の
更
生
策
ま
た
は
競
宗
方
法
と
し
て
後

展
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
濁
立
小
貰
底
に
比
し
て
は
、
有
力
な
る
長
所
を
有
す
る
こ
と
言
ふ
ま
で
も

な
い
。
こ
の
長
所
は
大
韓
に
お
い
て
、
濁
立
小
寅
底
に
罰
す
る
蓮
鍍
庄
の
長
所
に
準
十
る
。
印
ち
連
鎖
底
の
歴
遁

に
耐
え
か
ね
た
小
貫
腐
は
、
融
の
武
器
を
模
倣
し
て
自
ら
を
武
装
し
七
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
長
所
の
'
主
要
の
黙
は
、

10) Clark， F. E. and ¥Veld， L. D目 F[:JMarketing Ag:TIc 11tllral !'roduc1:s， 1932， 
p. 17且



l 

I:e' 

大
規
模
小
貰
業
に
共
通
の
長
所
、
印
ち
大
量
仕
入
に
よ
る
安
債
貫
入
こ
と
に
仕
入
先
に
お
け
る
庚
告
糾
副
都
引
な
主

と
し
、
共
同
庭
生
円
ま
た
は
宜
悼
の
・
力
営
利
用
し
、
共
同
商
標
品
を
廉
責
し
う
る
等
こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
長
所

は
百
貨
底
よ
り
も
連
鎖
底
に
お
い
て
よ
り
有
力
で
め
る
が
、
自
由
連
鎖
応
で
は
一
見
に
連
鎖
肱
よ
り
も
よ
り
有
カ
に

之
を
後
部
せ
ん
と
す
る
毛
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
必
宇
し
も
一
企
業
と
し
て
の
連
鎖
底
を
組
織
す
る
の
必
要

な
く
.
個
々
の
濁
立
小
頁
府
が
そ
の
封
外
活
動
こ
と
に
そ
の
仕
入
活
動
を
合
同
し
統
一
す
れ
ば
足
り
る
。
或
る
論

者
は
こ
の
長
所
に
つ
き
衣
の
如
く
一
一
員
っ
て
ゐ
る
。
『
こ
の
運
動
の
最
初
に
お
い
て
、
卸
貴
人
布
よ
び
小
一
貫
人
は
何
れ
も
、
遠
鏡
府
内
競

品
ず
に
艶
抗
す
る
刀
法
は
、
連
鎖
庄
の
仕
入
方
法
を
模
倣
ナ
べ
き
で
あ
る
と
信
じ
た
。
小
資
人
は
考
へ
た
、

者
し
彼
札
に
し
て
連
鎖
腐
と
同
じ
俄
僚
に

仕
入
れ
さ
~
出
来
れ
ば
、
彼
れ
も
ま
た
問
僚
に
安
〈
資
る
こ
』
が
出
来
で
、

そ
れ
に
よ
ヨ
て
連
鎖
腐
を
組
濯
し
う
る
で
あ

b
う
と
。
一
連
鎖
庇
は
舗
は

山

v
b
批
准
訓
引
引
に
似
州
抑
制
引
配
う
り
・
蹴
山
北
、
例
列
お
よ
び
山
部
資
を
桁
U
，
ま
た
「
蹟
古
料
割
引
」
が
著
し
〈
掛
止
め
ら
れ
た
よ

然
ら
ぱ
自
由
連
鎖
底
が
蓮
鎖
庖
に
劃
し
て
有
す
る
長
所
は
何
か
、
き
き
に
遮
ぷ
る
が
如
〈
、
蓮
鎖
庖
も
或
程
度

に
後
展
し
た
る
後
に
は
、
種
々
の
快
陥
を
現
は
し
て
来
る
が
、
そ
の
主
要
の
理
一
白
は
、
ぞ
れ
が
膨
大
な
る
軍
一
企

業
と
な
る
た
め
に
、
従
業
員
の
利
害
と
企
業
の
利
害
が
分
離
す
る
貼
に
あ
3
0
然
る
に
自
由
漣
鎖
庖
は
各
底
舗
の

濁
立
を
許
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
恰
か
色
こ
の
快
陪
を
な
く
す
忍
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
貼
に
つ
き

N

一E
B
R
E
E

氏
は
言
ふ
、
『
よ
く
組
織
さ
れ
且
つ
能
率
的
に
鰹
替
き
る
〉
自
由
連
鎖
屈
は
、
連
鎖
府
で
は
殆
ん
ど
後
遺
せ
し
め
得

な
い
一
要
素
全
色
つ
て
ゐ
る
。
即
ち
各
庖
舗
に
お
け
る
個
人
的
所
有
と
人
格
性
こ
れ
で
あ
石
。
蓮
鎖
応
は
そ
の
組

織
に
お
い
て
は
よ
い
有
力
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
自
由
連
鎖
応
は
そ
の
庇
舗
管
業
に
お
い
て
h
a
h
-
有
力
で
あ

小
寅
夏
住
策
と
し
て
の
自
由
連
鎖
応

第
一
一
一
十
七
巻

第
六
放

/、

ー→

六
七

Davidson， C.， Volllnt‘ary Cb.ain Ston::s， 193.0， p. 3・)
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第
六
放

ち
'h』
2
。
他
の
論
者
も
ま
士
「
そ
れ
は
雇
傭
人
に
代
ふ
る
に
、
底
舗
所
有
主
を
も
っ
て
す
ヲ
九
円
」
貼
を
指
摘
す
る
。

小
責
夏
生
策
と
し
て
の
自
由
連
鎖
席

第
一
ニ
十
七
巻

六
八

i¥. 

"耳

か
〈
し
て
自
由
連
鎖
屈
の
有
す
る
二
つ
の
特
徴
却
も
濁
立
性
'
と
統
一
性
と
は
.
恰
か
も
そ
れ
介
¥
に
連
鎖
庖
と

小
寅
府
と
に
謝
す
る
優
越
を
意
味
す
る
。
印
ち
そ
の
調
立
性
の
故
に
連
鎖
底
の
映
陥
を
補
っ
て
小
貫
応
の
長
所
を

採
り
、
そ
の
統
一
性
の
故
に
小
責
応
の
短
所
を
補
っ
て
連
鎖
庖
の
一
長
所
を
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
自
由
蓮

鎖
庖
の
統
一
性
と
は
何
h
r

、
こ
の
統
一
の
方
法
と
程
度
に
肱
じ
て
、
自
由
連
鎖
一
仙
の
種
々
の
形
態
を
生
す
る
こ
と

〉

h
4
3
む
と
v
r
k
D
唱
員
百
L
L
J
3
0

-一
J

d

一
品

i
J
1

一l
E
J
/
u
t
u
f
t
ι
訓

制

p

-

回
、
自
由
連
鎖
唐
の
諸
形
態

自
由
連
鎖
肢
と
耕
せ
ら
る
う
も
の
・
3

中
に
は
、
種
々
一
雑
多
の
諸
形
態
が
合
ま
れ
て
ゐ
る
o

h
之
が
種
別
を
試
み
る
の

い
ま
一
一
一
ニ
の
見
地
よ

ま
づ
第
一
に
、
自
由
連
鎖
庖
の
費
展
し
来
れ
る
順
序
よ
り
見
る
時
は
、

ト
最
初
は
先
づ
蓮
鎖
庖
の
進
出
の
た
め
に
排
除
さ
れ
ん
と
す
る
卸
責
商
人
が
中
心
と
な
り
、
こ
れ
が
多
数
の
小

責
庖
を
糾
合
し
て
、

一
つ
の
組
織
を
作
り
あ
げ
、
こ
の
卸
責
商
人
を
通
じ
て
連
鎖
庖
に
匹
敵
す
る
大
量
仕
入
の
利

盆
を
享
け
る
に
至
れ
る
も
の
で
あ
る
。
蓋
し
何
れ
の
園
に
お
い
て
も
、
小
責
人
の
多
〈
は
保
守
的
で
あ
り
、
無
責

カ
で
め
h
ノ
、
利
己
的
で
そ
り
、
近
現
的
で
め
っ
て
、
た
と
ひ
小
貰
人
の
窮
迫
甚

rし
き
場
合
で
も
、
自
ら
起
っ
て

諮
歩
的
の
更
生
策
を
講
A
Y
る
が
如
き
こ
と
は
比
報
的
に
少
い
。
之
に
反
し
て
卸
責
商
人
ま
た
は
仲
質
人
の
中
に
は

Zimmerman， Thc Chrdlenge of Ch:ain Store DistriLn: tion， 1931， p. 26g・
l}avidson， C.，Voluntary Chain Ston::::i， 1930， p ・ 32 •
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益
事
品
購
混
曹
瀧
機
織
義
革
?
ぐ
》
ょ

責
町
か
も
あ
り
能
力
も
あ
っ
て
》
進
歩
的
の
更
生
運
動
に
向
っ
て
イ
ニ
シ
ア
ア
イ

1
グ
を
と
る
も
の
も
少
く
な
九
日
。

か
く
の
如
き
卸
寅
商
人
を
中
心
と
し
て
、
自
由
連
鎖
府
の
一
聞
が
結
成
さ
れ
て
行
っ
た
の
が
、
削
ち
最
初
の
形
態

で
あ
る
。

二
最
初
の
自
由
連
鎖
底
の
後
生
と
成
功
に
刺
激
せ
ら
れ
て
、
政
官
展
す
る
に
至
つ
七
第
二
の
形
態
は
、
濁
立
小
責

防
相
互
の
聞
に
成
立
す
る
協
同
組
織
の
自
由
連
鎖
底
で
あ
る
。
色
ち
ろ
ん
協
同
組
織
の
中
に
は
卸
責
人
ま
た
は
仲

買
人
な
包
含
し
.
ま
に
製
造
業
者
を
色
合

b
o
時
に
は
印
刷
業
者
や
冷
臓
庫
生
産
者
ま
で
も
包
含
す
る
こ
と
が
め

る
。
こ
の
場
合
に
ル
寅
商
・
卸
責
商
以
外
の
も
の
は
、
特
に
之
を
協
同
者
と
し
て
匝
別
す
る
こ
と
も
あ
る
。

三
自
由
連
鎖
府
の
十
分
に
綾
展
せ
る
形
鵡
で
は
、
そ
の
名
帽
柄
、
設
備
、
外
観
、
看
板
、
陳
列
等
々
を
総
て
劃
一

/
』
司
、

に
し

τ、
廃
恰
宜
伸
の
放
岡
本
砂
堆
大
廿
し
め
、
北
九
版
賀
方
怯
Hh
剖
一
日
間
に
統
一
し
て
u

地
館
前
t

己
同
様
mw
方
訟

を
と
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
程
度
に
達
せ
る
場
合
に
は
、
-
ち
は
や
外
見
上
は
蓮
鎖
庄
と
何
等
の
匝
別
色
な
い
。
た

Y
各
庖
舗
が
濁
立
の
人
格
と
計
算
に
お
い
て
艦
替
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
相
違
に
過
ぎ
な
い
。

第
二
に
多
数
の
小
翼
席
と
少
数
の
却
責
応
ま
た
は
卸
貰
機
関
と
が
、
如
何
な
る
闘
係
に
お
い
て
結
合
せ
る
か
の

勤
よ
り
見
る
も
種
々
の
相
違
が
あ
る
。

一
濁
立
の
一
卸
貰
人
と
多
数
の
濁
立
小
貰
府
と
が
個
別
的
に
契
約
を
取
り
交
は
す
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
形

/，
R

、

態
で
あ
っ
て
、
個
人
的
自
由
連
鎖
応

(
H
r
i
E
7
t
E一
5
一5
E白
可
岳
山
宮
)
と
栴
せ
ら
れ
る
も
の
是
で
あ
る
。
こ
の

場
合
に
は
纏
て
そ
の
唯
一
の
卸
貰
商
人
の
計
量
に
従
っ
て
樫
替
せ
ら
れ
る
こ
と
冶
な
る
。

小
貰
夏
生
筑
と
し
て
の
自
由
連
鎖
底

第
二
一
十
七
巻

A 

YI宇

r，
.
、
じ
も

穿
」
/
州
国

九

拙稿、連鈴鹿反謝運動、本誌 X文X)V，5， p， 151-152. 
DaviosolJ，じ， Vlllll1:ltary Chain Stm'lE:訂正930，p. 3. 
Davidson， C.， ibid.， p. 6-7・
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小
資
更
生
筑
と
し
で
の
自
由
連
鎖
庖

第一一一十七巻

八一一穴

七。

第
六
披

コ
卸
貰
商
の
ジ
ン
ジ
ケ

l
ト
を
作
り
、
そ
の
下
に
多
数
の
小
寅
庖
を
契
約
に
よ
っ
て
糾
合
す
る
聯
合
的
自
由
連

鎖
応
匂
宮
崎
豆
一
2
5
〈

O

一5
g
q
口
町
と
る
で
め
っ
て
、
こ
の
場
合
に
は
経
管
の
計
章
は
合
議
制
に
よ
っ
て
定
め

ら
れ
る
。
聯
合
組
織
の
下
に
め
る
卸
責
商
人
の
仕
入
が
、
個
々
に
行
は
れ
る
場
合
と
、
プ

1
Y
組
織
に
行
は
れ
る

場
令
と
の
別
が
あ
る
0

3
小
資
商
人
の
協
同
組
織
が
中
心
L
f
ー
な
り
、
そ
れ
ド
共
同
の
仕
入
機
闘
を
作
ト
リ
、
ま
た
は
卸
寅
商
人
全
ぞ
の
協

/
'
h
¥
 

同
組
合
の
中
に
引
入
れ
て
、
各
小
責
府
の
仕
入
な
こ
b

い
い
集
中
サ
し
め
る
小
東
人
的
尚
一
組
館
市
(
円

w
n
g
f
p
E
T

z=zq
門
}
冨
一
口
出
)
で
あ
っ
て
、
特
定
の
卸
責
機
闘
を
有
せ

F
る
も
の
、
之
eT
共
同
的
に
所
有
す
る
も
の
、
卸
責
商
人

そ
も
っ
て
之
に
充
て
る
も
の
等
の
匝
別
が
そ
の
中
に
包
含
さ
れ
て
ゐ
る
。

四
卸
責
曾
祉
の
株
式
ま
た
は
持
分
を
各
小
責
肱
が
分
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
雨
者
の
闘
係
を
結
ぶ
形
態
は
、
即

r
t、

ち
小
責
庖
が
卸
貰
府
を
共
同
に
所
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
卸
貰
利
潤
の
一
分
配
に
奥
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

恒
反
劃
に
小
真
底
舗
の
所
有
権
の
一
部
を
卸
貰
商
人
に
譲
渡
し
、
即
ち
卸
寅
商
の
資
力
に
よ
る
蓮
鎖
屈
を
組
織

し
な
が
ら
、
小
責
広
舗
の
所
有
権
の
一
部
を
も
と
の
所
有
者
に
留
保
し
、
従
っ
て
利
潤
分
配
の
機
舎
を
奥
へ
る
形

旗
も
あ
る
。
こ
〉
に
至
れ
ば
大
い
に
普
通
の
蓮
鎮
底
に
接
近
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
え
に
き
に
述
べ
た
る
連
鎖
庖
の

改
組
蓮
勤
即
ち
各
府
舗
の
濁
立
性
を
部
分
的
に
認
め
ん
と
す
る
傾
向
と
甚
だ
し
く
接
近
せ
る
色
の
と
な
る
。

第
-
一
正
、
卸
貰
入
、
と
小
貰
人
と
の
聞
に
結
ば
る
h

契
約
の
種
類
に
よ
っ

τ匝
別
す
る
時
晶
、

↑
草
純
な
る
紳
士
契
約
の
形
式
を
も
っ
て
、
自
由
連
鎖
庖
を
組
織
す
る
・
ル
責
直
は
、
そ
の
最
善
め
努
力
を
も
勺

Davidson， C.， ihid.， p. 25・"7) 



て
こ
の
組
織
を
支
持
す
べ
き
こ
と
を
契
約
し
、
何
ら
具
睡
的
の
取
り
決
め
を
な
さ
Y

る
も
の
、

に
単
に
商
琉
お
よ
び
贋
告
に
閲
す
る
契
約
を
な
す
も
の
、
即
ち
従
来
の
商
競
争
}
慶
し
て
自
由
連
鎖
庖
の
共
通
商

競
を
用
ひ
、
且
つ
共
同
属
告
に
封
す
る
一
定
の
料
金
を
醸
出
す
べ
き
こ
'
と
を
契
約
す
る
。

一
に
仕
入
契
約
を
合
な
か
合
ま
r
d

る
か
、
ま
た
そ
の
仕
入
の
耗
度
を
如
何
に
強
制
す
る
か
に
よ
っ
て
、
拘
束
契
約

と
(
叶
釘
宮
門
司
王
3
0
自
由
契
約

(
F
Sぉ
g
E
3一
)
と
に
匝
別
す
る
こ
左
が
出
来
る
。
最
も
拘
束
的
な
仕
入
契
約

は
、
例
へ
ば
赤
白
商
庇

名目同一宮山門
O
『
目
)
に
お
け
名
が
如
〈
、
組
て
の
仕
入
を
一

oodmま
で
そ
の
卸

貰
商
よ
り
な
す
べ
き
こ
と
を
契
約
す
L
o
之
に
・
次
い
で
は
仕
入
数
量
の
最
少
限
度
を
契
約
す
る
志
の
も
あ
り
、
他
a

(
河
内
仏

~~ 

の
卸
貰
商
と
の
問
に
金
〈
自
由
に
選
樺
し
う
る
も
の
も
め
り
、
ま
た
は
仕
入
契
約
営
企
く
合
ま
主
る
色
の
白
色
め
る
。

四
小
寅
肱
舗
の
資
質
契
約
九
7F

仰
点
，
国
人
と
の
問
に
な
す
も
の
は
、
前
織
的
如
く
一
都
の
所
有
機
を
留
偲
し
、
従

っ
て
利
益
分
配
の
樫
利
を
留
保
し
て
、
純
然
た
る
連
鎖
底
に
堕
す
る
こ
と
を
免
れ
る
。

第
四
に
、
小
貰
庖
舗
の
鰹
替
の
統
一
程
度
か
ら
見
て
区
別
す
る
時
は
、

ト
共
同
仕
入
ま
た
は
仕
入
統
一
を
中
心
と
し
、
ぞ
の
他
に
つ
い
て
は
小
責
庖
舗
の
自
由
に
放
任
す
る
も
の
.

に
共
同
慶
告
ま
た
は
共
同
宣
侍
を
主
眼
と
し
、
そ
の
た
め
に
製
造
業
者
よ
り
は
虞
告
料
割
引
を
う
け
.
小
責
庖

よ
り
は
庚
告
料
金
e

伊
藤
出
せ
し
め
名
。

一
日
)
共
通
商
競
ま
た
は
共
通
商
品
を
・
6
っ
て
統
一
す
る
こ
と
は
、
右
の
共
同
慶
告
の
た
め
に
も
必
要
な
燦
件
と
な

る。

小
賀
夏
生
策
と
し
て
の
自
由
連
銀
底

第
三
十
七
巻

セ
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寅
更
生
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と
し
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自
由
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鎖
広
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四
設
備
・
装
飾
・
看
板
・
陳
列
・
販
貢
方
法
等
を
共
通
に
統
一
す
る
こ
と
は
、
能
率

'e増
越
し
宜
伸
を
有
力
に
す
あ

上
に
殺
果
的
で
め
る
、

統
一
程
度
の
最
も
高
い
も
の
は
、
以
上
の
諸
催
件
を
組
て
具
備
し
て
、

一
見
す
る
と
こ
ろ
普
通
の
連
鎖
応
と
殆

ん
ど
匝
別
さ
れ
難
い
。
た
Y
人
格
的
に
は
依
然
と
し
て
も
と
の
樹
立
小
寅
眉
で
あ
り
、
各
自
の
計
算
に
お
い
て
艦

替
し
つ
〉
あ
る
か
ら
、
経
替
を
熱
心
な
ら
し
め
且
つ
顧
客
と
の
得
意
閥
係
を
維
持
す
る
に
有
数
で
あ
る
。

、職、

L
J
ι

味
、
ド
地
方
の
中
小
都
市
に
お
い
に
l

、
よ
り
有
力
な
F40
長
所
と
な
り
つ
ど
め
芯
。

こ
の
こ

五
、
結

論

最
後
に
自
由
蓮
鎖
府
は
、
今
日
の
吾
闘
に
お
け
あ
小
寅
更
生
策
と
し
て
、
如
何
な
る
意
味
を
も
つ
で
あ
ら
う
か

を
考
へ
て
見
に
い
。

第
一
に
、
商
品
配
給
組
織
に
お
け
る
最
近
の
一
俊
展
傾
向
は
、
誇
は
ゆ
る
組
令
的
集
中
形
態
へ
の
後
展
に
め
り
、

産
業
組
合
・
消
費
組
合
・
商
業
組
合
・
轍
出
組
合
ま
た
は
連
鎖
庄
の
如
き
、
組
て
こ
の
種
の
集
中
形
態
に
属
す
る
も
の

い
ま
問
題
の
自
由
連
鎖
底
は
、
小
規
模
小
寅
広
の
組
合
組
織
に
よ
る
大
規
模
化
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ

で
ゐ
る
が
、

は
正
に
現
代
の
愛
展
傾
向
に
印
す
る
形
態
で
め
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
ν

組
合
的
集
中
形
態
は
、
企
業
の
劃
内
活

動
を
ち
と
の
ま
〉
に
小
規
模
と
し
、
に
ぎ
そ
の
劃
外
活
動
を
大
規
模
化
す
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
小
貰
商
業
に
お
け

る
大
規
模
化
は
、
工
業
に
お
け
る
と
は
具
り
、
た
Y

そ
の
劃
外
活
動
こ
と
に
そ
の
仕
入
を
大
規
模
化
す
る
こ
と
に • 
David.son， C" ibid，-， p. 83 r8) 



よ
り
、
よ
く
大
規
模
企
業
の
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
百
貨
庖
式
の
企
業
集
中
に
費
し
て
、
連
鍛

底
式
の
企
業
集
中
が
急
速
に
愛
展
し
た
る
所
以
で
あ
る
。

第
二
に
、
蓮
鎖
底
に
よ
る
配
給
組
織
の
盤
草
は
、
た
と
ひ
小
責
組
織
を
合
理
化
す
る
と
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ

は
小
責
底
の
更
生
策
と
は
な
ら
ぬ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
個
々
の
小
貰
底
は
そ
の
濁
立
性
を
夫
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

れ
は
小
貰
府
の
減
己
を
意
味
す
る
。
如
何
に
小
規
模
の
小
貰
庖
主
と
い
へ
ど
色
、
ま
に
い
か
に
窮
迫
の
航
鰭
に
陥

る
も
の
と
い
へ
ど
色
、
そ
の
従
来
の
濁
立
を
失
っ
て
直
ち
に
一
大
連
鎖
屈
の
一
小
支
府
と
な
り
、
そ
の
使
用
人
に

な
り
下
が
る
こ
と
は
、
こ
と
に
吾
闘
の
高
人
と
し
て
は
殆
ん
ど
不
可
能
に
近
い
。
こ
れ
普
通
の
連
鎖
肢
が
小
買
克

生
策
と
し
て
殆
ん
ど
重
要
な
る
意
味
を
有
し
持
な
い
理
由
で
あ
る
。
然
る
に
自
由
漣
鎖
官
で
は
、
従
来
の
小
賓
肩

主
は
依
然
と
し
て
そ
の
主
人
と
し
て
蔑
り
、
自
己
の
計
算
に
お
い
て
そ
の
底
舗
の
艦
替
を
つ
Y
け
、
従
来
の
得
意

閥
係
を
そ
の
ま
〉
に
維
持
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
酷
に
関
す
る
障
碍
は
殆
ん
ど
存
在
し
な
い
。
他
方
に
は
大

量
仕
入
に
よ
る
種
々
の
刺
盆
、
共
同
慶
告
に
よ
る
有
力
な
宣
博
、
近
代
的
な
底
舗
・
設
備
・
装
飾
・
販
貰
方
法
等
に
お

い
て
百
貨
庖
ま
た
は
蓮
鎖
底
に
色
増
し
て
、
有
利
な
地
位
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
小
貰
更
生
策
と
し
て
は
、

他
の
何
れ
の
計
童
よ
り
も
合
理
的
に
し
て
有
望
な
る
も
の
と
思
は
れ
る
。

第
三
に
、
小
貢
更
生
策
と
し
て
の
自
由
連
鎖
庖
に
ち
、
そ
こ
に
は
或
種
の
制
限
が
あ
h
限
度
の
あ
る
こ
と
は
言

ふ
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
は
主
と
し
て
商
品
の
種
類
よ
り
来
る
。
自
由
蓮
鎮
庖
に
越
す
る
商
品
は
、
大
韓
に
お
い
て

蓮
鎖
底
に
遁
す
る
商
品
と
合
致
し
、
最
適
品
は
食
料
品
・
薬
品
類
で
あ
る
。
剖
ち
商
品
標
準
化
の
後
展
せ
る
商
品
ほ

小
貰
更
生
後
と
し
で
の
自
由
連
鎖
府

第
三
十
七
巻
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小
資
夏
生
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と
し
て
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由
連
鎖
底
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ど
之
に
適
す
る
と
言
へ
る
。
こ
の
酷
に
お
い
て
吾
闘
の
商
品
の
中
に
は
、
こ
の
種
の
商
品
は
比
較
的
に
少
な
い
恨

は
あ
る
が
、
併
し
商
品
標
準
化
の
傾
向
は
、
吾
闘
に
お
い
て
も
最
近
に
至
っ
て
著
し
く
進
展
し
つ
h

め
る
。
そ
れ

故
に
適
営
な
る
商
品
営
煙
ぴ
、
克
に
五
口
山
幽
の
小
貰
府
か
よ
ぴ
消
費
者
に
過
す
あ
組
織
と
方
法
と
を
考
案
し
て
、
吾

困
満
特
の
自
由
連
鎖
底
を
案
出
せ
ば
、
少
〈
と
-
色
小
寅
肢
の
少
な
か
ら

F
る
も
の
は
、
之
に
よ
っ
て
或
程
度
の
疋

生
を
貰
現
し
う
る
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
問
よ
り
之
に
よ
っ
て
総
て
の
小
寅
府
が
更
生
し
つ
る
も
の
で
も
な
〈
、

J
4
h
h
-

九
%
の
克
生
は
決
し
で
焔
知
的

ωち
の
で
は
め
り
特
な
い
。

り
し
れ
ど
も
少
〈
と
も
今
日
ド
お
い
て
急
速
に
議
展

し
つ
旨
め
る
配
給
組
織
の
鐘
革
時
代
に
お
い
て
、
そ
の
動
向
に
卸
し
て
小
責
庄
の
組
織
そ
の
も
の
を
改
革
す
る
こ

と
に
よ
り
、
小
責
配
給
の
枇
曾
的
機
能
を
有
数
に
愛
展
せ
し
め
、
之
に
よ
っ
て
そ
の
も
の
〉
存
績
愛
展
を
期
待
し

う
る
一
の
方
向
と
し
て
は
、
最
も
注
意
す
ペ
き
も
の
h

一
つ
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。


